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第
八
十
七
条
の
二
中
「
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
第

三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
第
六
条
の
三
（
」
を
「
第
六
条
の
四
（
」
に
、「
第
六
条
の
三
第
一
項
第

一
号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
項
」
を
「
第
十
三
項
ま
で
及
び
第
二

十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
、第
五
項
及
び
第
六
項
」に
、「
第

三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
第
六
条
の
三
（
」
を
「
第
六
条
の
四
（
」
に
、「
第
六
条
の
三
第
一
項
第

一
号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
、「（
第
四
号
」
を「（
第
三
号
」
に
、「
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を「
第

六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、「
第
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
十
五
条
の
二
」
を
加
え
、「
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
二

十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、「
第
三
十
七
条
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
」
を
、「
第
四

項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
の
二
、
第
十
二
条
の
三
」
を
加
え
、「
第
十
八
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二

十
四
項
」
に
、「
第
二
十
条
中
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
中
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
第

十
二
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
」に
、「
第
四
号
」

を
「
第
三
号
」
に
、「
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、「
第
十
三
条
」
の
下
に

「
、
第
十
五
条
の
二
」
を
加
え
、「
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
七
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
」
を
「
第
十
三
項
ま
で
及
び

第
十
九
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
項
第
四
号
」
を「
第
五
項
第
三
号
」に
改
め
、「
除

く
。）」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
の
二
、
第
十
二
条
の
三
」
を
、「
第
十
三
条
」
の
下
に「
、
第
十
五
条
の
二
」を
加
え
、「
第

二
十
三
項
」
を
「
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
三
項
」
を
「
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
三
項
」
を
「
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
三
条
第
二
項
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
第
六
条
第
一
項

第
四
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
八
条
の
二
十
三
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二

十
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
第
一
項
中
「
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
」
を
「
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
確
認
検
査
機
関
又
は
指
定
構

造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
」
に
、「
又
は
建
築
監
視
員
」
を
「
若
し
く
は
建
築
監
視
員
又
は
都
道
府
県
知
事
」
に
、「
対
し

て
」
を
「
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
そ
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
わ
せ
た
都
道
府
県
知
事
が
統
括
す
る
都
道
府
県

の
建
築
審
査
会
に
対
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
を
「
都
道
府
県
知
事
、
指
定
確
認
検

査
機
関
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
中
「
第
六
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二

特
殊
構
造
方
法
等
認
定

第
九
十
七
条
の
四
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
前
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」に
改
め
る
。

第
九
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
一
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
設
計
者
（
」
の
下
に
「
設
計
図
書
に

記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
（
型
式
適
合
認
定
に
係
る
型
式
の
建
築
材
料
若
し
く
は
建
築
物
の
部
分
、
構
造
方
法
等

の
認
定
に
係
る
構
造
方
法
を
用
い
る
建
築
物
の
部
分
若
し
く
は
建
築
材
料
又
は
特
殊
構
造
方
法
等
認
定
に
係
る
特
殊
の

構
造
方
法
を
用
い
る
建
築
物
の
部
分
若
し
く
は
特
殊
の
建
築
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
当

該
認
定
建
築
材
料
等
の
全
部
又
は
一
部
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
当

該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
者
、」を
加
え
、「
に
お
い
て
は
、」を「（
設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
認
定

建
築
材
料
等
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築

物
の
部
分
を
使
用
し
て
工
事
を
施
工
し
た
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
は
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
者
（
」
の

下
に
「
設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
当
該
認
定
建
築
材
料
等
の
全
部
又
は
一

部
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を

引
き
渡
し
た
者
、」を
加
え
、「
に
お
い
て
は
、」を「（
設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
と
異
な
る
建
築
材
料
又

は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
使
用
し
て
工
事
を
施
工

し
た
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
は
」
に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
条
第
十
四
項
」
を
「
第
六
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
三
号
を
第
十

六
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
」
の
下
に「（
第
七
十

七
条
の
六
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
、「
確
認
検
査
」
の
下
に
「
又
は
構
造
計
算
適
合
性
判

定
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
七
十
七
条

の
三
十
五
の
八
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項

第
八
号
中
「
第
七
十
七
条
の
八
第
二
項
」
の
下
に「（
第
七
十
七
条
の
十
七
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
を
加
え
、「
資
格
検
定
」
を
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
若
し
く
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
七
十
七
条
の
八
第
一
項
」
の
下
に「（
第
七
十
七
条
の
十

七
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
設
計

者
（
」
の
下
に
「
設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
当
該
認
定
建
築
材
料
等
の
全

部
又
は
一
部
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物

の
部
分
を
引
き
渡
し
た
者
、」を
加
え
、「
に
お
い
て
は
、」を「（
設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
と
異
な
る
建

築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
使
用
し
て
工

事
を
施
工
し
た
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
は
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
四
号
」
を

「
第
一
項
第
四
号
」
に
、「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
設
計
者
（
」
の
下

に
「
設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
当
該
認
定
建
築
材
料
等
の
全
部
又
は
一
部

と
異
な
る
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
引

き
渡
し
た
者
、」を
加
え
、「
に
お
い
て
は
、」を「（
設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
認
定
建
築
材
料
等
と
異
な
る
建
築
材
料
又
は

建
築
物
の
部
分
を
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分
を
使
用
し
て
工
事
を
施
工
し

た
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
は
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

第
十
二
条
第
五
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）又
は
第
十
五
条
の
二
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
十

八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

報
告
を
し
た
者

六

第
十
二
条
第
六
項
又
は
第
十
五
条
の
二
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
物
件
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
を
し
た
者

七

第
十
二
条
第
七
項
又
は
第
十
五
条
の
二
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
若
し
く
は
試
験
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又

は
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
前
項
第
五
号
又
は
第
六
号
」
を
「
前
項
第
八
号
又
は
第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
百
条
中
「
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
二
項
」
を「（
第
七
十
七
条
の
十
七
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
九
第
二
項
」
に
、「
資
格
検
定
事
務
」
を
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格

者
検
定
事
務
、
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
」
に
、「
指
定
資
格
検
定
機
関
の
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判

定
資
格
者
検
定
機
関
若
し
く
は
指
定
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
の
」
に
、「
資
格
検
定
委
員
」
を
「
建
築
基

準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
及
び
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
」
に
、「
第
百
三
条
」
を
「
第
百
四
条
」に
、

「
指
定
資
格
検
定
機
関
等
の
役
員
等
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
の
役
員
等
」
に
改
め
る
。
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